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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本論文は、火災発生時の温度履歴を想定し、銅線内部の凝固組織、高温保持組織及び銅線表面の

酸化物組織に及ぼす温度と時間の影響を評価すると共に、凝固組織、熱処理組織及び酸化物組織を

用いた出火原因特定のためのフローチャートを提案し、その有用性を示したもので、物質プロセス

工学上寄与するところが大きい。よって本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 

 

 

 

 

 


